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（
質
問
の 

一
五
） 

答

弁

第

一

五

号 
   

衆
議
院
議
員
小
川
豊
明
君
提
出
高
松
国
税
局
の
不
当
な
行
政
措
置
及
び
権
利
の
濫
用
等
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
五
号 

昭
和
三
十
一
年
六
月
三
日 

衆

議

院

議

長 
益 

谷 

秀 

次 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鳩 

山 

一 

郞 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
小
川
豊
明
君
提
出
高
松
国
税
局
の
不
当
な
行
政
措
置
及
び
権
利
の
濫
用
等
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

公
売
公
告
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
四
日
に
さ
れ
て
お
り
、
公
売
は
同
年
十
二
月
二
十
五
日
に
さ
れ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
間
に
法
定
の
十
日
間
の
期
間
を
お
い
て
い
る
。
差
押
調
書
は
、
同
年
十
二
月
十
三
日
に

作
成
し
た
。
そ
の
謄
本
の
到
達
が
お
く
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
判
決
（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
日

言
渡 

高
松
地
方
裁
判
所
昭
和
二
十
六
年(

行)

第
三
号
）
は
、
こ
の
か
し
は
治
ゆ
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。 

二 

差
押
調
書
謄
本
は
発
送
し
た
。 

な
お
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
九
日
差
押
登
記
の
嘱
託
を
し
、
同
年
十
二
月
二
十
四
日
受
付
第
一
五
八
〇
号

の
登
記
済
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
。 

三 

機
械
類
は
、
い
わ
ゆ
る
工
場
抵
当
物
件
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
機
械
類
の
差
押
は
、
工
場
に
属
す
る
土
地

又
は
建
物
と
と
も
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
差
押
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず(

工
場
抵
当
法
第
七
条
第
二
項)

、
土
地 



四 

差
押
登
記
の
嘱
託
は
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
九
日
に
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二
十
四
日
受
付
第
一
五
八
〇
号

の
登
記
済
証
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、
登
記
簿
原
本
に
つ
い
て
み
る
と
改
ざ
ん
等
の
事
実
は
な
い
。 

五 

昭
和
二
十
四
年
十
月
差
押
以
降
納
付
を
期
待
し
、
公
売
処
分
の
実
施
を
猶
予
し
て
き
た
が
、
完
納
さ
れ
な
い

の
で
、
公
売
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

又
は
建
物
を
差
し
押
え
た
と
き
は
、
そ
の
差
押
の
効
力
は
、
当
然
に
こ
れ
ら
の
機
械
類
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
伊
豫
銀
行
か
ら
公
売
促
進
方
の
陳
情
が
あ
つ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
滞
納
処
分
に
よ
り
差
押
を

さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
銀
行
は
、
現
行
法
上
の
競
売
の
申
立
が
で
き
ず
、
公
売
に
よ
る
換
価
代
金
か
ら
交
付
を

受
け
る
よ
り
ほ
か
に
方
法
が
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
陳
情
が
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

（
工
場
抵
当
法
第
七
条
第
一
項
） 

な
お
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
五
日
に
は
公
売
し
た
と
主
張
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
三

十
一
日
及
び
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
公
売
手
続
を
実
施
し
て
い
る
。 

四 

 



九 

公
売
当
日
、
大
西
茂
が
来
署
し
た
事
実
は
あ
る
が
、
金
二
十
二
万
円
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
及
び
そ
れ
を
拒

否
し
た
こ
と
は
な
い
。 

六 
滞
納
者(

高
石)

の
元
使
用
人
岡
崎
が
差
押
財
産
の
事
情
を
知
つ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
ら
、
工
場
内

に
現
存
し
な
い
財
産
調
査
等
の
た
め
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
岡
崎
と
面
談
し
た
が
、
通
謀
し
た
事

実
も
、
見
積
価
格
を
ろ
う
え
い
し
た
事
実
も
な
い
。 

八 

入
札
価
格
は
一
括
入
札
で
あ
り
、
開
札
後
担
当
官
が
監
査
等
の
際
の
便
利
の
た
め
、
メ
モ
と
し
て
記
入
し
た

も
の
で
あ
る
。 

七 

第
一
審
の
判
決
で
は
、
公
売
価
格
は
、
不
当
に
廉
価
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。 

十
一 

第
一
審
で
は
、
勝
訴
の
判
決
を
得
て
お
り
、
第
二
審
の
判
決
（
昭
和
三
十
年
三
月
十
日
言
渡
、
高
松
高
等 

十 

税
金
が
完
納
さ
れ
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
公
売
し
た
も
の
で
あ
つ
て
謀
議
に
よ
り
不
法
に
公
売
し
た
も
の

で
は
な
い
。 

五 

 



 

六 

裁
判
所
昭
和
二
十
八
年(

ネ)

第
三
十
五
号
）
で
は
敗
訴
し
た
が
、
第
二
審
の
判
決
理
由
に
つ
い
て
は
法
律
上
の

疑
義
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
不
服
で
あ
る
か
ら
上
告
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
被
上
告
人
に
対
し
、
公
権
力

を
背
景
に
し
て
圧
迫
を
加
え
る
意
図
で
は
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




